
上野の寛永寺 

 

葛飾北斎筆 東叡山中堂之図 

寛永寺清水観音堂が描かれた 

広重「上野清水堂不忍ノ池」 

  画中に「月の松」が見える 

 

 

寛永寺五重塔 

(重要文化財) 

浅草寺境内、発願は本堂左側の影向堂(えんこうどう)になります。 

 

 

 

 

 

 

影向堂 (上写真) 

観音さまのお説法や活 

躍に不断に協力されて 

いる仏さま方を影向衆 

とお呼びし、これらの仏 

さまをおまつりするお 

堂です。 

旧影向堂は、現淡島堂 

で二天門の脇にありま 

した。現存するお堂は、 

平成６年改築です。 

須弥壇(しゅみだん)中央 

に聖観世音菩薩、その左 

右に生れ年(干支)ごと 

の守り本尊八躰を祀っ 

てあります。 

尚、伝法院境内に入る 

ことは出来ません。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Brooklyn_Museum_-_Inside_the_Courtyard_of_the_Toeizan_Temple_at_Ueno_-_Katsushika_Hokusai.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:100_views_edo_011.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Five-storied_Pagoda_-_Kan'ei-ji.jpg


 浅草寺境内 (せんそうじ) 

 

女神輿：2023/5 影向堂裏広場集結する西一番。 

  三社祭の２日目は、浅草社に百騎近く集る 

  連合渡御が行われ、無病息災商売繁盛祈願す。 

伝法院庭園： スカイツリーの遠景 

 伝法院はイベント時以外公開していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    上野公園第六番と 

湯島天神第七番の位置 

 

 

 

 

矢先稲荷社： 一般拝観は事前許可が必要です。 

 社殿の天井一面に描かれた日本乗馬史百騎の絵馬 

 

 

かっぱ寺、曹源寺には河童大明神と地名の縁となる、 

  隅田川の河童「ぎ―ちゃん」の逸話が残っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯島聖堂、元昌平坂聖堂での日本初の博覧会 昇斎一景 1872 年。名古屋城の鯱が見えます。 

  神田明神、平將門大神輿と將門塚保存会々長 関東大震災で紛失の後 80 年ぶりの復活だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸の三富 谷中感応寺、湯島天神、目黒瀧泉寺 

                       江戸時代に大流行した宝くじの起源「富突」富くじ 

                       幕府は、元禄五年(1692)に禁令を出し、特定の寺社の 

興行だけこの富くじを認め、それ以外は私的賭博行為 

として一切禁止されました。 

                         学問の神菅原道真を祀る湯島天神で博打行為？ 

                         しかし、幕府公認の御免富も天保 13 年(1842)の 

天保の改革によって全面禁止となりました。 

 

                              2023 年相馬霊場を巡る会配布資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鬼□頭(きぎんとう)上と鬼龍子(きりゅうし)下。 

巡
拝
コ
ー
ス
： 

常
磐
線
ホ
ー
ム
上
の
階
段
を
３
階
へ
上
が
ら
な
い
と
東
武
乗
入
れ
や
つ
く
ば
TX
に
連
絡
し
な
い
。 

北
千
住
駅―

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
４
番
線
で
浅
草
駅
へ
移
動
、
以
後
徒
歩1

05

分7
.3
km

 

 

浅
草
寺
影
向
堂
～
浅
草
六
区
交
番
以
降
は
、
左
記
地
図
参
照
、
赤
線
と
赤
枠
で
寺
社
等
を
徒
歩
で
巡
拝
し
ま
す
。 

 

上
野
公
園
内
清
水
観
音
堂
第
六
番
、
湯
島
天
神
参
道
下
の
心
城
院
第
七
番
は
、
カ
ラ
ー
２
頁
に
地
図
が
あ
り
ま
す
。 

 

湯
島
天
神
以
降
は
、
大
鳥
居
前
の
道
「
清
水
坂
」
を
下
り
ま
す 

～ 

蔵
前
橋
通
り
先
よ
り
神
田
明
神 

～ 
 

 
 

昌
平
坂 

～ 

仰
高
門
、
湯
島
聖
堂 

～ 

聖
橋
、
太
田
姫
一
口(

い
も
あ
ら
い)

元
宮
の
椋
、
新
御
茶
の
水
駅
解
散
。 

 
 
 

新
御
茶
の
水
駅―

千
代
田
線―

北
千
住
、
我
孫
子
方
面
行
に
乗
車
し
て
下
さ
い
。 

 

【
頁
下
の
写
真
】
湯
島
聖
堂
大
成
殿
の
甍(

い
ら
か)

、
聖
殿
を
守
る
、
塩
を
吹
く
鬼
□
頭
と
猫
顔
の
聖
獣
鬼
龍
子
。 

 

 

次
回
の
案
内 

７
月
16
日(

日)

AM
８
時
半
、
JR
常
磐
線
南
千
住
駅
改
札
外
、
小
伝
馬
町
、
人
形
町
、
両
国
橋
、 

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
で
解
散1

2

時
過
予
定
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

k
u
ma
k
en
3@
su
nn
y.
oc
n.
ne
.j
p
 

ま
た
は 

0
29
7-

73
-
39
06

 

熊
倉
へ 



 1 / 12 

 

昭
和
新
撰
江
戸
三
十
三
観
音
霊
場
巡
り 

発
願
、
浅
草
上
野
神
田
コ
ー
ス 

御
宝
号 

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩 

江
戸
三
十
三
観
音
霊
場 

 

江
戸
時
代
、
西
国
三
十
三
観
音
や
坂
東
三
十
三
観
音
な
ど

の
観
音
霊
場
巡
礼
が
流
行
し
た
際
、
各
地
で
既
存
の
観
音
巡

礼
を
模
し
た
新
た
な
札
所
、
観
音
霊
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

江
戸
で
は
近
畿
７
府
県
に
広
が
る
西
国
三
十
三
観
音
霊
場

を
も
と
に
し
て
、
33
ヶ
寺
院
の
札
所
を
設
け
ま
し
た
。 

 

江
戸
御
府
内
と
そ
の
周
辺
を
含
め
て
江
戸
時
代
に
は
、
記

録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
二
十
ヶ
所
も
の
西
国
写
し
霊
場
が

存
在
し
て
い
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す｡ 

こ
れ
ら
の
霊
場
は
、「
昔
、
京
順
礼
や
江
戸
順
礼
と
い
ふ
こ

と
あ
り
と
き
け
り
。
是
は
富
家
の
婦
女
、
又
茶
屋
者
、
風
呂

屋
者
な
ど
と
な
へ
し
売
女
の
類
、
衣
装
に
伊
達
を
尽
く
し
笈

摺(

お
い
ず
る)

胸
札
を
か
け
て
、
実
の
順
禮
の
如
く
い
で
た
ち
、

洛
陽
三
十
三
所
の
観
音
へ
ま
う
つ
る
を 

京
順
禮
と
云
な
り
。

江
戸
順
禮
も
又
是
に
お
な
じ｣

柳
亭
種
彦
『
足
薪
翁
記
』
と
あ

る
よ
う
に
、
幕
府
の
厳
し
い
規
制
下
で
自
由
に
衣
装
本
能
を

謳
歌
で
き
な
い
都
市
女
性
が
近
く
の
巡
礼
に
仮
託
し
て
、
風

俗
の
解
放
を
求
め
た
も
の 

と
さ
れ
、
京
都
で
流
行
し
た
後

白
河
法
皇
選
定
の
洛
陽
三
十
三
所
観
音
霊
場
巡
礼
を
も
と
と

し
、
信
仰
よ
り
も
健
康
、
旅
行
と
娯
楽
、
交
流
と
情
報
交
換

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
様
で
す
。 

 

こ
れ
ら
数
々
の
江
戸
三
十
三
箇
所
は
神
仏
習
合
の
も
の
も

あ
り
、
例
え
ば
「
江
戸
西
国
三
十
三
所
」
で
は
「
こ
こ
か
ら

眺
め
る
不
忍
池
の
景
色
が
、
石
山
寺
か
ら
眺
め
る
琵
琶
湖
の

景
色
に
似
て
い
る
」
と
い
う
理
由
で
上
野
の
五
條
天
神
社
も

札
所
の
一
つ
に
さ
れ
て
い
ま
し
た｡  

 

現
行
の
江
戸
三
十
三
箇
所
も
こ
の
江
戸
時
代
の
観
音
巡
礼

の
一
つ
に
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
年
間
設
定
の

観
音
巡
礼
は
「
武
蔵
三
十
三
箇
所
」「
江
都
古
来
三
十
三
箇
所
」

の
二
つ
あ
り
、
現
在
の
も
の
が
ど
ち
ら
を
起
源
と
す
る
の
か

は
良
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

田
上
善
夫
は
現
在
の
「
昭
和
新
撰
江
戸
三
十
三
観
音
札
所
」

の
前
身
を
寛
文
八
年(

1668
)

選
定
の
「
江
都
三
十
三
所
観
音
」

と
し
て
い
ま
す
。  

 

い
ず
れ
に
せ
よ
現
在
の
札
所
に
は
三
番
の
大
観
音
寺
、
五

番
の
大
安
楽
寺
な
ど
明
治
時
代
創
建
、
果
て
は
昭
和
26
年
開

創
の
世
田
谷
山
観
音
寺
と
い
っ
た
近
現
代
に
作
ら
れ
た
寺
院

も
含
ま
れ
て
お
り
、
田
上
氏
に
よ
れ
ば
「
江
都
三
十
三
所
観

音
」
の
33
ヶ
所
中
19
箇
所
が
廃
絶
し
、
昭
和
新
撰
時
に
19

箇
所
が
新
規
に
加
え
ら
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
歴
史
上
の
経
緯
に
よ
り
、
昭
和
の
時
代
に
、

諸
々
の
事
情
に
よ
り
新
た
に
選
択
し
な
お
し
た
観
音
霊
場
で

あ
る
た
め
に
「
昭
和
新
撰
」
と
付
記
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
平
成
４
年
に
は
30
番
札
所
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。 

【
補
足
】「
順
礼
」
日
本
固
有
＝
「
巡
礼
」
世
界
共
通
で
同
意

語
で
す
が
「
遍
路
」
は
大
師
霊
場
の
場
合
の
み
の
呼
称
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

第
一
番
、
金
龍
山
淺
草
寺(

せ
ん
そ
う
じ)

、 

昭
和
25
年
に
独
立
し
て
聖
観
音
宗
本
山 

(

天
台
宗
系
単
独
寺)

、
別
称 

浅
草
観
音 

御
本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩(

絶
対
秘
仏)

、 

お
前
立
ち
は
、
12
月
13
日
午
後
２
時
か
ら
の
開
扉
法
要

の
際
に
開
帳
さ
れ
、
年
一
度
で
す
。 

ご
真
言
：
お
ん 

あ
ろ
り
き
ゃ 

そ
わ
か 

御
詠
歌
：
深
き
咎 

今
よ
り
後
は 

よ
も
あ
ら
じ 

 
  

 
 
 
 
 
 

つ
み
浅
草
へ 

参
る
身
な
れ
ば 

推
古
天
皇
36
年(62

8)

創
建
、
伝
承 

土
師
中
知(

真
中
知)

開
基
、
伝
承 

文
化
財 

法
華
経(

国
宝)

。 

二
天
門
、
伝
法
院
、
元
版
一
切
経(

国
重
文) 

『
浅
草
寺
縁
起
』
等
に
み
え
る
伝
承
に
よ
る 

 

浅
草
寺
創
建
の
由
来
。 

 

飛
鳥
時
代
の
推
古
天
皇
36
年(62

8)

、
現
隅
田
川
の
宮
戸

川
で
漁
を
し
て
い
た
檜
前
浜
成
と
竹
成(

ひ
の
く
ま
の
は
ま
な

り 

と 

た
け
な
り)

兄
弟
の
網
に
か
か
っ
た
仏
像
が
あ
り
ま
し

た
。
之
が
浅
草
寺
本
尊
の
聖
観
音
像
で
す
。 

こ
の
像
を
拝
し
た
兄
弟
の
主
人
土
師
中
知(

は
じ
の
な
か
と

も)

は
出
家
し
、
自
宅
を
寺
に
改
め
て
供
養
し
ま
し
た
。 

 

之
が
浅
草
寺
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
大
化
元
年(64

5)

、

勝
海
と
い
う
僧
が
寺
を
整
備
し
観
音
の
夢
告
に
よ
り
本
尊
を

秘
仏
と
定
め
ま
し
た
。 

 

観
音
像
は
高
さ
一
寸
八
分(

約

5.5c
m)

の
金
色
の
像
と
伝

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
秘
仏
の
た
め

そ
の
実
体
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

平
安
時
代
初
期
の
天
安
元
年(8

57)

或
は
天
長
五
年(828

)

、

延
暦
寺
の
僧
円
仁
、
慈
覚
大
師
が
来
寺
し
て
「
お
前
立
ち
」

の
観
音
像
を
造
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
を
機
に
浅
草
寺
で
は
勝
海
を
開
基
、
円
仁
を
中
興

開
山
と
称
し
て
い
ま
す
。 

 

天
慶
五
年(

942)

安
房
守
平
公
雅
が
武
蔵
守
に
任
ぜ
ら
れ

た
際
に
七
堂
伽
藍
を
整
備
し
た
と
の
伝
え
が
あ
り
、
雷
門
、

仁
王
門(

宝
蔵
門)

な
ど
は
こ
の
時
の
創
建
と
い
わ
れ
る
。 
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一
説
に
、
本
尊
の
聖
観
音
像
は
、
浅
草
寺
創
建
よ
り
百
年

前
に
、
埼
玉
東
京
の
県
境
に
近
い
飯
能
市
岩
淵
の
成
木
川
沿

い
に
あ
る
岩
井
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
観
音
像
が
大
水
で
堂

ご
と
流
さ
れ
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

成
木
川
は
入
間
川
、
荒
川
を
経
て
隅
田
川
に
流
れ
て
お
り
、

下
流
に
て
尊
像
発
見
の
報
を
聞
い
た
郷
の
人
々
が
返
還
を
求

め
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

境
内
と
そ
の
周
辺
の
浅
草
寺
関
連
物
件 

 

表
参
道
入
口
の
門
。
切
妻
造
の
八
脚
門(
や
つ
あ
し
も
ん)

で

向
か
っ
て
右
の
間
に
風
神
像
、
左
の
間
に
雷
神
像
を
安
置
す

る
こ
と
か
ら
正
式
に
は
「
風
雷
神
門
」
と
い
う
が
「
雷
門
」

の
通
称
で
通
っ
て
い
ま
す
。
慶
応
元
年(

1865
)

に
焼
失
後
は

仮
設
の
門
が
時
折
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
35
年
に

常
設
の
門
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

松
下
電
気
の
松
下
幸
之
助
が
浅
草
観
音
に
祈
願
し
て
病
気

平
癒
し
た
報
恩
の
た
め
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
門
内
に
松
下

電
器
産
業
、
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
寄
贈
の
大
提
灯
が
あ
り
ま
す
。 

 

三
社
祭
の
時
に
神
輿
通
過
の
た
め
と
台
風
到
来
の
時
だ
け

提
灯
が
畳
ま
れ
ま
す
。 

 

風
神
雷
神
像
は
頭
部
の
み
が
古
く
、
体
部
は
慶
応
元
年

(
1865

)

の
火
災
で
焼
失
後
、
明
治
７
年(18

74)

に
補
作
。 

昭
和
35
年
の
門
再
建
時
に
補
修
と
彩
色
が
加
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

門
の
背
面
の
間
に
は
「
金
龍
天
龍
」
の
像
を
安
置
、
西
の

女
神
金
龍
は
仏
師
菅
原
安
男
、
東
の
男
神
天
龍
は
彫
刻
家
平

櫛
田
中
の
作
で
、
昭
和
53
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

雷
門
か
ら
宝
蔵
門
に
至
る
長
さ
約

250

ｍ
の
表
参
道
の
両

側
に
は
土
産
物
、
菓
子
な
ど
を
売
る
商
店
が
立
ち
並
び
「
仲

見
世
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

商
店
は
東
側
に
54
店
、
西
側
に
35
店
を
数
え
ま
す
。
寺
院

建
築
風
の
外
観
を
持
つ
店
舗
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
災

後
、
大
正
14
年(19

25)

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

浅
草
寺
は
付
近
の
住
民
に
境
内
の
清
掃
を
賦
役
と
し
て
課

す
か
わ
り
に
、
南
谷
の
支
院
の
軒
先
に
床
店
、
小
屋
掛
け
の

店
を
出
す
許
可
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
貞
享
二
年(

1685
)

頃

の
こ
と
で
、
こ
れ
が
仲
見
世
の
発
祥
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

宝
蔵
門
は
、
雷
門
を
く
ぐ
り
、
仲
見
世
通
り
の
商
店
街
を

抜
け
た
先
に
あ
り
ま
す
。 

 

入
母
屋
造
の
二
重
門
は
、
２
階
建
て
で
外
観
上
も
屋
根
が

上
下
二
重
に
な
っ
て
い
る
門
作
り
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
一

年
に
数
度
２
階
部
分
に
昇
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
で
す
。 

 

現
在
の
門
は
昭
和
39
年
に
再
建
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
で
、
実
業
家
大
谷
米
太
郎
夫
妻
の
寄
進
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

門
の
左
右
に
金
剛
力
士
の
仁
王
像
を
安
置
す
る
こ
と
か
ら

か
つ
て
は
「
仁
王
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
の

再
建
後
は
宝
蔵
門
と
称
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
名
の
通
り
、
門
の
上
層
は
文
化
財
「
元
版
一
切
経
」

の
収
蔵
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
体
の
金
剛
力
士
像
の
う
ち
、
向
か
っ
て
左(

西)

の
阿
形

(

あ
ぎ
ょ
う)

像
は
仏
師
錦
戸
新
観
、
右(

東)

の
吽
形(

う
ん
ぎ
ょ

う)

像
は
木
彫
家
村
岡
久
作
の
作
で
す
。 

 

阿
形
像
の
モ
デ
ル
は
力
士
の
北
の
湖
、
吽
形
像
の
モ
デ
ル

は
明
武
谷(

み
ょ
う
ぶ
だ
に)

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

門
の
背
面
左
右
に
は
、
魔
除
け
の
意
味
を
も
つ
巨
大
な
わ

ら
じ
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
述
の
村
岡

久
作
が
山
形
県
村
山
市
出
身
で
あ
る
縁
か
ら
、
同
市
の
奉
賛

会
に
よ
り
製
作
奉
納
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
藁2,5

00kg

を

使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

わ
ら
じ
は
十
年
お
き
に
新
品
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
稲

藁
は
長
い
方
が
加
工
し
や
す
い
も
の
の
、
近
年
の
稲
作
で
は

全
国
的
に
稲
藁
の
利
用
の
激
減
や
、
風
雨
で
倒
れ
に
く
く
収

穫
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
丈
の
低
い
品
種
へ
の
品
種
改
良
が

進
み
ま
し
た
。
同
市
で
は
こ
の
た
め
に
丈
の
高
い
古
い
品
種

を
特
別
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。 

 

耐
震
性
の
向
上
と
参
拝
客
に
対
す
る
安
全
確
保
の
た
め
平

成
19
年
に
屋
根
改
修
工
事
を
行
い
、
軽
量
さ
と
耐
食
性
に
優

れ
た
チ
タ
ン
製
の
瓦
を
全
国
で
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。 

 

本
堂
は
、
ご
本
尊
の
聖
観
音
像
を
安
置
す
る
た
め
観
音
堂

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

旧
堂
は
慶
安
２
年(1

649
)

の
再
建
で
近
世
の
大
型
寺
院
本

堂
の
代
表
作
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
20
年
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

現
在
の
堂
は
昭
和
33
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
資
金
を
捻
出
す
る
た
め
に
瓢

簞
池(

ひ
ょ
う
た
ん
い
け)

の
敷
地

240
0

坪
が
江
東
楽
天
地
な

ど
に
売
り
払
わ
れ
ま
し
た
。 

 

外
陣
に
は
川
端
龍
子
筆
「
龍
の
図
」、
堂
本
印
象
筆
「
天
人

散
華
の
図
」
の
天
井
画
が
あ
り
ま
す
。 

 

内
陣
中
央
に
は
本
尊
の
聖
観
音
像
の
絶
対
秘
仏
を
安
置
す

る
八
棟(

や
つ
む
ね)

造
り
の
宮
殿(

く
う
で
ん)

が
あ
り
ま
す
。 

 

宮
殿
内
部
は
上
段
の
間
と
下
段
の
間
に
分
か
れ
、
上
段
の

間
に
は
秘
仏
本
尊
を
安
置
す
る
厨
子
を
納
め
、
下
段
の
間
に

は
前
立
本
尊
の
観
音
像
が
安
置
。 

 

下
段
の
間
に
は
こ
の
ほ
か
徳
川
家
康
、
徳
川
家
光
、
公
遵

法
親
王
で
あ
る
中
御
門
天
皇
第
二
皇
子
、
天
台
座
主
が
そ
れ
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ぞ
れ
奉
納
し
た
観
音
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
宮
殿
の
扉
の
前
に
は
「
御
戸
帳
」
と
称
す
る
、
刺
繍
を
施

し
た
帳(
と
ば
り)

が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

宮
殿
の
手
前
左
右
に
は
梵
天
と
帝
釈
天
像
が
立
つ
。 

宮
殿
の
裏
に
は
秘
仏
本
尊
と
同
じ
姿
と
い
う
通
称
裏
観
音

の
聖
観
音
像
、
堂
内
後
方
左
右
の
厨
子
内
に
は
本
尊
の
脇
侍

と
し
て
不
動
明
王
像
と
愛
染
明
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
020

年
６
月
13
日
午
前
、
新
調
さ
れ
た
扁
額
の
奉
納
法
要
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

五
重
塔
は
、
天
慶
５
年(

942
)

平
公
雅
が
塔
を
建
立
し
た
と

伝
わ
る
。
こ
の
塔
は
三
重
塔
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、『
江
戸
図

屏
風
』
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

焼
失
を
繰
り
返
し
た
の
ち
慶
安
元
年(

1648
)

に
五
重
塔
と

し
て
建
立
さ
れ
、
本
堂
と
同
様
、
関
東
大
震
災
で
は
倒
壊
し

な
か
っ
た
が
昭
和
20
年
の
東
京
大
空
襲
で
は
焼
失
し
て
い

ま
す
。 

 

現
在
の
塔
は
本
堂
の
西
側
、
寛
永
８
年(1

631
)

に
焼
失
し

た
三
重
塔
の
跡
伝
承
地
付
近
に
場
所
を
移
し
て
、
昭
和
48
年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
ア
ル
ミ
合

金
瓦
葺
き
、
基
壇
の
高
さ
約
５
ｍ
、
塔
自
体
の
高
さ
は
約
48

ｍ
、
基
壇
内
部
に
は
永
代
供
養
の
た
め
の
位
牌
を
納
め
た
霊

牌
殿
な
ど
が
あ
り
、
塔
の
最
上
層
に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ア
ヌ

ラ
ー
ダ
プ
ラ
の
イ
ス
ル
ム
ニ
ヤ
寺
院
か
ら
請
来
し
た
仏
舎
利

を
安
置
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
再
建
以
前
の
塔
は
東
側
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
位

置
は
交
番
前
辺
り
で
「
塔
」
と
刻
ま
れ
た
標
石
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
た
が
、
平
成
21
年
新
た
に
「
旧
五
重
塔
跡
」
と
記
さ

れ
た
石
碑
が
設
置
さ
れ
、
周
辺
に
は
木
が
植
え
ら
れ
て
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
四
塔
、
江
戸
六
塔
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

二
天
門
、
重
要
文
化
財
。 

 

本
堂
の
東
側
に
東
向
き
に
建
つ
、
切
妻
造
の
八
脚
門
で
、

元
和
４
年(1

618
)

の
建
築
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
も
焼
け
残

っ
た
貴
重
な
建
造
物
で
す
。 

 

こ
の
門
は
、
本
来
は
浅
草
寺
境
内
に
あ
っ
た
東
照
宮
へ
の

門
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
東
照
宮
は
寛
永
19
年

(
1642

)

に
焼
失
後
、
再
建
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
門
の
左
右
に
安
置
す
る
二
天
像
持
国
天
と
増
長
天

は
、
上
野
の
寛
永
寺
墓
地
に
あ
る
厳
有
院
、
徳
川
家
綱
霊
廟

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

浅
草(

あ
さ
く
さ)

神
社
は
、
本
堂
の
東
側
に
あ
り
ま
す
。 

 

拝
殿
、
幣
殿
、
本
殿
は
重
要
文
化
財
。
浅
草
寺
の
創
建
に

関
わ
っ
た
三
神
の
祭
神
を
祀
る
神
社
で
す
。
明
治
の
神
仏
分

離
以
降
は
浅
草
寺
と
は
別
法
人
に
な
り
ま
し
た
。 

伝
法
院(

で
ん
ぼ
う
い
ん)

は
、
宝
蔵
門
の
手
前
西
側
に
あ
り
、

浅
草
寺
の
本
坊
に
な
り
ま
す
。 

 

小
堀
遠
州
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
回
遊
式
庭
園
が
あ
り
ま
す
。 

通
常
は
、
一
般
公
開
し
て
い
な
い
が
、
正
月
三
ヶ
日
に
特

別
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
23
年
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
院
内
に
あ

る
天
祐
庵
は
表
千
家
不
審
庵
写
し
の
茶
室
で
、
江
戸
時
代
後

期
の
建
立
。
も
と
は
名
古
屋
に
あ
っ
た
茶
室
で
す
。 

浅
草
寺
病
院 

 

境
内
北
側
に
て
社
会
福
祉
法
人
浅
草
寺
病
院
を
運
営
。

1
910

年
に
発
生
し
た
大
水
害
の
被
災
者
の
た
め
の
救
護
所

「
浅
草
寺
診
療
所
」
を
念
仏
堂
に
設
け
た
の
が
始
ま
り
。 

駒
形
堂 

 
 

寺
の
南
方
、
隅
田
川
に
架
か
る
駒
形
橋
西
詰
の
飛
地
境
内

に
あ
る
小
堂
。
本
尊
は
馬
頭
観
音
立
像
で
秘
仏
。 

 

浅
草
寺
本
尊
聖
観
音
像
の
「
示
現
の
地
」
と
さ
れ
、
か
つ

て
船
で
来
訪
す
る
参
詣
者
は
こ
こ
で
下
船
し
、
駒
形
堂
に
参

詣
し
て
か
ら
観
音
堂
へ
向
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

堂
は
、
元
来
隅
田
川
に
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
現

在
の
堂
は
江
戸
通
り
側
を
正
面
と
し
、
川
に
は
背
を
向
け
た

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
尊
は
毎
月
19
日
の
縁
日
に
開
扉
さ
れ
法
要
が
行
わ
れ

ま
す
。 

二
尊
仏 

 
 

宝
蔵
門
手
前
右
手
に
あ
る
２
体
の
露
座
の
銅
造
仏
像
。 

「
濡
れ
仏
」
と
通
称
す
る
。
向
か
っ
て
右
が
観
音
菩
薩
、
左

が
勢
至
菩
薩
像
で
す
。 

 

台
座
を
含
め
た
高
さ
は
約

4.5

ｍ
。
貞
享
４
年(

1687
)

の

作
で
、
台
座
の
刻
銘
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
館
林
の
高
瀬
善
兵

衛
と
い
う
人
物
が
、
か
つ
て
奉
公
し
た
日
本
橋
の
米
問
屋
成

井
家
へ
の
報
恩
の
た
め
に
造
立
し
た
も
の
と
あ
り
ま
す
。 

久
米
平
内
堂 

(

く
め
の
へ
い
な
い) 

 
 

二
尊
仏
の
手
前
に
あ
る
小
祠
。
こ
こ
に
祀
ら
れ
る
久
米
平

内
と
は
、
講
談
等
に
登
場
す
る
半
ば
伝
説
化
さ
れ
た
人
物
で

す
。
そ
の
伝
記
等
は
定
か
で
な
い
が
、
剣
の
道
に
優
れ
、
多

く
の
人
の
命
を
奪
っ
た
、
首
切
り
役
人
だ
っ
た
と
も
い
う
、

そ
の
罪
滅
ぼ
し
の
た
め
に
、
自
ら
の
像
を
仁
王
門
の
近
く
に

埋
め
て
多
く
の
人
に
踏
み
つ
け
さ
せ
た
と
い
う
。 

「
踏
み
つ
け
」
が
「
文
付
け
」(

恋
文)

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

縁
結
び
の
神
と
み
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

弁
天
山 

 
 

宝
蔵
門
の
東
方
、
広
場
の
奥
に
あ
る
小
山
を
「
弁
天
山
」

と
い
い
、
石
段
上
に
朱
塗
り
の
弁
天
堂
、
そ
の
右
手
に
鐘
楼
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が
建
つ
。
弁
天
堂
は
昭
和
58
年
再
建
、
鐘
楼
は
木
造
で
昭
和

25
年
再
建
で
、
梵
鐘
は
江
戸
時
代
の
人
々
に
時
を
知
ら
せ
た

「
時
の
鐘
」
の
一
つ
で
す
、 

「
元
禄
５
年(16

92)

深
川
住
の
太
田
近
江
大
掾
藤
原
正
次
が

改
鋳
」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
の
句
「
花
の
雲
鐘
は

上
野
か
浅
草
か
」
と
関
連
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

こ
の
句
は
現
存
す
る
鐘
の
鋳
造
の
５
年
前
の
貞
享
４
年

(
1687

)

に
詠
ま
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

弁
天
堂
へ
の
石
段
の
左
側
に
は
芭
蕉
の
「
観
音
の
甍(

い
ら

か)

見
や
り
つ
花
の
雲
」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

影
向
堂(

よ
う
ご
う
ど
う)

、 

昭
和
新
撰
江
戸
観
音
霊
場
第
一
番
札
所
に
な
り
ま
す
。 

 
 

本
堂
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
寄
棟
造
、
錣
葺
き(

し
こ
ろ
ぶ

き)

屋
根
で
、
平
成
６
年
の
建
立
。 

 

堂
内
に
は
本
尊
聖
観
音
像
の
ほ
か
、
鎌
倉
期
の
円
派
の
様

式
を
示
す
阿
弥
陀
如
来
坐
像
等
の
十
二
支
の
守
り
本
尊
で
あ

る
八
体
の
仏
像
を
横
一
列
に
安
置
し
て
い
ま
す
。 

 

影
向
堂
の
周
囲
に
は
六
角
堂
、
橋
本
薬
師
堂
、
石
橋
な
ど

が
あ
る
。
影
向
堂
の
左
に
建
つ
六
角
堂
は
東
京
都
指
定
有
形

文
化
財
で
、
室
町
時
代
の
建
立
、
小
規
模
で
す
が
境
内
最
古

の
建
物
で
す
。
堂
内
に
は
内
陣
の
須
弥
壇
中
央
に
聖
観
世
音

菩
薩
を
祀
り
、
そ
の
左
右
に
千
手
観
音
、
虚
空
蔵
菩
薩
、
文
殊

菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
、
大
日
如
来
、
不
動
明
王
、
阿

弥
陀
如
来
の
八
本
尊
を
祀
り
、
外
陣
に
は
浅
草
名
所
七
福
神

の
大
黒
天
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

影
向
堂
境
内
の
石
橋
は
国
指
定
重
要
美
術
品
で
す
、
か
つ

て
境
内
に
あ
っ
た
東
照
宮
へ
の
参
詣
用
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、

元
和
４
年(1

618
)

、
東
照
宮
が
勧
請
さ
れ
た
際
に
建
造
さ
れ

ま
し
た
。
東
照
宮
自
体
は
焼
失
後
再
建
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

浅
草
寺
六
角
堂
は､

『
浅
草
寺
誌(

文
化
十
年
編)

』
に
、
元
和

４
年(161

8)

に
掘
っ
た
井
戸
の
上
に
建
っ
て
い
る
こ
と
を
示

す
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
古
い
建
築
様
式
も
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
浅
草
寺
内
に
現
存
す
る
最
古
の
建
造
物
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

実
際
、
建
物
底
部
は
六
角
形
状
に
廻
し
た
木
製
土
台
と
基

礎
石
で
支
え
ら
れ
、
更
に
、
そ
の
下
部
に
11 

段
の
石
積
み
を

し
た
深
さ

1.
5

ｍ
余
り
の
井
戸
状
の
穴
が
堀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

建
物
は
、
木
造
、
桟
瓦
葺
、
朱
塗
り
の
六
角
円
堂
で
、
建

物
中
央
の
直
径
は1.

82

ｍ
、
一
面
の
柱
間
は0.91

m

、
都
内

で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
特
異
な
形
式
の
建
造
物
で
す
。 

屋
根
を
支
え
る
垂
木
は
、
建
物
の
中
心
か
ら
傘
の
骨
の
よ

う
に
放
射
状
に
広
が
る
「
扇
垂
木
」
と
い
う
形
式
で
、
桁
の

木
組
み
も
六
角
形
に
組
む
た
め
、
細
工
も
難
し
く
、
大
工
の

腕
の 
見
せ
所
の
一
つ
と
の
こ
と
で
す
。 

 

六
角
堂
内
に
は
、
日
限
を
定
め
て
祈
願
す
れ
ば
、
必
ず
霊

験
が
あ
る
と
い
う
「
日
限
地
蔵
尊
」
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
限
地
蔵
堂
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

淡
島
堂
は
影
向
堂
の
さ
ら
に
西
側
に
建
つ
。 

 

江
戸
時
代
、
元
禄
年
間
に
紀
州
国
の
淡
島
明
神
を
勧
請
し

た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

 

境
内
地
の
再
整
備
の
際
に
旧
影
向
堂
を
移
し
て
淡
島
堂
と

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
堂
は
昭
和
30
年
ま
で
は
浅
草
寺
の
仮

本
堂
で
し
た
。 

 

堂
内
に
は
本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
向
か
っ
て
左
に
淡
島

神
の
本
地
仏
と
さ
れ
る
虚
空
蔵
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
２
月
８
日
に
こ
の
堂
で
針
供
養
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

鎮
護
堂
は
、
本
坊
伝
法
院
の
鎮
守
で
、
伝
法
院
通
り
を
西
方

に
向
か
っ
て
歩
い
た
右
手
に
入
口
が
あ
り
ま
す
。 

 

伝
法
院
は
非
公
開
で
す
が
、
敷
地
の
南
西
に
あ
る
鎮
護
堂

の
み
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
柵
越
し
に
伝
法
院
の

回
遊
式
庭
園
が
瞥
見
で
き
る
と
か
。 

 

こ
こ
に
祀
ら
れ
る
「
鎮
護
大
使
者
」
と
は
タ
ヌ
キ
で
す
。 

明
治
時
代
の
初
期
、
境
内
に
は
多
く
の
タ
ヌ
キ
が
住
み
着

き
、
寺
で
は
手
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
夜
、
当
時
の
住
職
の
夢
に
タ
ヌ
キ
が
現
れ
、「
自
分
た

ち
を
保
護
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
伝
法
院
を
火
災
か
ら
守
っ

て
や
ろ
う
」
と
住
職
に
告
げ
た
た
め
、
こ
の
堂
を
建
て
て
鎮

守
と
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
い
ま
す
。
切
妻
造
の
拝
殿
の
奥

に
建
つ
本
殿
は
大
正
２
年(

1913
)

の
建
立
で
す
。 

宝
蔵
門
の
そ
ば
に
「
浅
草
不
動
尊
」
と
「
三
宝
荒
神
堂
」

が
あ
り
ま
す
が
、
天
台
宗
の
大
行
院
と
い
う
寺
院
で
、
浅
草

寺
に
は
属
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

境
内
の
銅
像
、
碑
な
ど 

大
谷
米
太
郎
夫
妻
像
、
本
堂
裏
広
場
奥
。
宝
蔵
門
を
再
建
寄

進
し
た
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
創
業
者
大
谷
米
太
郎
夫
妻

の
胸
像
。
昭
和
42
年
造
立
。 

九
世
市
川
團
十
郎
「
暫
」
の
像
、
影
向
堂
裏
広
場
。 

天
保
９
年(18

38)

10
月
13
日
～
明
治
36
年(19

03)

９
月

13
日)

、
歌
舞
伎
役
者
、
市
川
家
屋
号
は
成
田
屋
。 

 

歌
舞
伎
界
で
は
、
九
代
目
と
い
う
と
団
十
郎
を
指
し
、
更

に
劇
聖(

げ
き
せ
い)

と
言
わ
れ
た
大
役
者
で
し
た
。 
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宮
古
路
豊
後
掾(

み
や
こ
う
じ
ぶ
ん
ご
の
こ
う)

追
悼
碑
、
豊
後
節

の
祖
。
養
嗣
子
で
あ
る
宮
古
路
文
字
太
夫
、
初
代
常
磐
津
文

字
太
夫
に
よ
っ
て
、
延
享
３
年(

1746
)

に
建
立
。 

豊
後
節
は
一
中
節
か
ら
派
生
し
、
こ
の
豊
後
節
か
ら
は
宮
園

節
、
新
内
節
、
そ
し
て
豊
後
三
流
の
頭
取
で
あ
る
常
磐
津
節
、

そ
こ
か
ら
富
本
節
が
派
生
し
、
清
元
節
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。
現
存
す
る
浄
瑠
璃
八
流
派
の
う
ち
の
六
流
派
が
、

こ
の
豊
後
系
の
浄
瑠
璃
に
あ
た
る
。 

松
尾
芭
蕉
句
碑
、
弁
天
山
石
段
の
左
方
。
寛
政
８
年(1

796)

建
立
。 

迷
子
知
ら
せ
石
標
、
本
堂
前
。
江
戸
に
数
箇
所
あ
っ
た
迷
子

知
ら
せ
石
標
の
一
つ
で
、
安
政
７
年(186

0)

に
建
立
さ
れ
た

が
、
現
在
の
石
標
は
昭
和
32
年
に
復
元
さ
れ
た
も
の
。 

「
鳩
ポ
ッ
ポ
」
の
歌
碑
、
本
堂
前
。
東
く
め
作
詞
、
瀧
廉
太
郎

作
曲
で
明
治

3
3

年(190
0)

に
発
表
さ
れ
た
童
謡
「
鳩
ぽ
っ

ぽ
」
の
歌
詞
と
楽
譜
を
表
し
た
碑
で
す
が
、
こ
の
曲
は
文
部

省
唱
歌
の
「
鳩
」
と
は
別
の
曲
で
す
。 

映
画
弁
士
塚
、
淡
島
堂
南
側
の
「
新
奥
山
」
と
称
す
る
一
画

に
立
つ
。
無
声
映
画
時
代
に
活
躍
し
た
弁
士
を
称
え
る
た
め

に
昭
和33

年
建
立
さ
れ
た
。
題
字
は
鳩
山
一
郎
の
書
。 

喜
劇
人
の
碑
、
新
奥
山
に
あ
る
。
昭
和
57
年
建
立
。
川
田
晴

久
を
筆
頭
に
、
古
川
ロ
ッ
パ
、
榎
本
健
一
、
大
宮
デ
ン
助
、

伴
淳
三
郎
等
の
日
本
喜
劇
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

瓜
生
岩
子
像
、
新
奥
山
に
あ
る
。
瓜
生
岩
子(1829

～189
7)

は
、
今
の
福
島
県
喜
多
方
市
の
出
身
。
生
涯
を
弱
者
、
貧
困

者
の
救
済
、
社
会
事
業
に
捧
げ
、
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

と
称
さ
れ
る
人
物
で
す
。
銅
像
は
明
治
34
年(

1901
)

に
造
立

さ
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
時
の
金
属
供
出
で
失
わ
れ
、
昭
和

30
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。 

『
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出
所
』
記
念
碑
、
浅
草
神
社

鳥
居
脇
。
平
成
17
年
に
秋
本
治
の
漫
画
『
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀

有
公
園
前
派
出
所
』
の
単
行
本
の
発
行
部
数
が1

億3,0
00

万
部
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
建
立
さ
れ
た
。 

同
作
品
の
主
人
公
で
あ
る
「
両
さ
ん
」
こ
と
警
察
官
両
津

勘
吉
は
浅
草
育
ち
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
両
津
の
少

年
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
題
材
に
し
た
「
浅
草
物
語
」
の
巻

に
浅
草
神
社
が
登
場
し
た
縁
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

消
防
殉
職
者
表
彰
碑
、
本
堂
裏
広
場
奥
。
大
正
元
年(

1912
)

、

毎
年
５
月
25
日
に
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
、
本
堂
裏
手
広
場
で

は
梯
子
乗
り
、
木
遣
、
纒
振
り
の
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
す
。 

浅
草
大
平
和
塔
、196

3

年
８
月
15
日
の
建
立
で
湯
川
秀
樹
の

碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
老
朽
化
の
た
め201

9

年
に
建
て
替

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
他
、
浅
草
神
社
境
内
に
は
久
保
田
万
太
郎
句
碑
、
川

口
松
太
郎
句
碑
、
河
竹
黙
阿
弥
顕
彰
碑
、
市
川
猿
翁
二
代
目

市
川
猿
之
助
の
句
碑
、
初
代
中
村
吉
右
衛
門
句
碑
な
ど
が
あ

り
ま
す
。 

 

第
二
番
、
江
北
山
宝
聚
院
清
水
寺
、
天
台
宗 

御
本
尊
：
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩 

ご
真
言
：
お
ん 

ば
ざ
ら 
た
ら
ま 

き
り
く 

 

御
詠
歌
：
只
頼
め 

千
手
の
誓
ひ 
ひ
ろ
け
れ
ば 

 
 

 
 
 
 
 

枯
れ
た
る
木
に
も 
花
咲
く
と
い
ふ 

天
長
６
年(

829)

、
疫
病
沈
静
の
為
、
天
台
宗
総
本
山
比
叡
山 

延
暦
寺
の
慈
覚
大
師
が
時
の
天
皇
の
下
命
に
よ
り
、
自
ら
千

手
観
音
一
体
を
刻
み
、
江
戸
平
河(

現
千
代
田
区
平
河)

に
清

水
寺
を
開
き
千
手
観
音
を
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

慶
長
年
代
に
慶
円
法
印
が
中
興
、
江
戸
城
修
築
の
た
め
日

本
橋
馬
喰
町
に
寺
を
移
し
ま
し
た
が
、
明
暦
３
年(

1657
)

の

振
袖
火
事
に
よ
り
全
焼
。
現
在
地
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。 

 

宝
珠
を
載
せ
た
宝
形
屋
根
が
お
寺
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。 

 

矢
先
稲
荷
神
社 

(

巡
拝
外) 

清
水
寺
か
ら
三
つ
先
の
路
地
を
右
へ
入
る
と
矢
先
神
社
に

出
ま
す
。 

家
光
公
が
三
十
三
間
堂
を
建
立
し
た
際
、
鎮
守
と
し
て
稲

荷
神
を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
い
ま
す
。 

「
通
し
矢
」
を
行
っ
た
時
に
的
の
先
に
あ
っ
た
の
で
「
矢
先
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。 

矢
先
稲
荷
神
社
の
御
祭
神
：
宇
賀
御
魂
命 

 

社
殿
の
天
井
一
面
に
描
か
れ
た
日
本
乗
馬
史
百
騎
の
馬
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

浅
草
名
所
七
福
神
の
福
禄
寿
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

か
っ
ぱ
寺
、
曹
源
寺
、 

曹
洞
禅
宗 

天
正
16
年(15

88)

和
田
倉
門
付
近
に
開
創 

 

天
正
19
年(

1591
)

江
戸
城
拡
張
で
湯
島
天
神
下
に
移
転 

 

明
歴
３
年(16

57)

振
袖
火
事
に
よ
り
現
在
地
に
移
転 

 

文
化
11
年(1

814)

雨
合
羽
商
の
喜
八
が
葬
ら
れ
ま
し
た
。 

か
っ
ぱ
大
明
神 

新
堀
川
、
現
在
の
合
羽
橋
道
具
街
通
り
の
堀
削
工
事
に
私

財
を
投
じ
て
尽
力
し
た
合
羽
屋
喜
八
が
没
し
、
菩
提
寺
で
あ

る
曹
源
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
辺
の
土
地
は
低
い
う
え
水
捌
け
も
悪
か
っ
た
た
め
、 

住
民
た
ち
の
難
渋
は
見
る
に
堪
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 
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そ
こ
で
喜
八
が
工
事
を
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
工
事
の
お
り
、
か
つ
て
喜
八
に
命
を
助
け
ら
れ
た
「
河

童
の
ぎ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

隅
田
川
の
河
童
は
命
の
恩
人
に
協
力
し
た
と
い
い
、
喜
八

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
後
世
こ
の
河
童
を
見
た
も
の
は
不

思
議
と
商
売
が
繁
昌
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
河
童
大
明
神
は
、
商
売
繁
盛
、
火
水
難
除
け
に
、
厚

い
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

五
台
山
文
殊
院
源
空
寺 

浄
土
宗 

 

ご
本
尊
：
円
光
大
師
、
創
建
：160

4

年 

江
戸
時
代
の
学
者
や
絵
師
等
の
有
名
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る 

 

伊
能
忠
敬
、
墓
名
：
東
河
伊
能
先
生
之
墓
、
地
図
学
者 

 
 

文
政
元
年(

1818
)

四
月
、
享
年
七
十
四 

 

高
橋
至
時(

よ
し
と
き)

、
墓
名
：
東
岡
高
橋
君
之
墓 

 
 

文
化
元
年(

1804
)

一
月
、
享
年
四
十
一 

伊
能
忠
敬
の
先
生 

 

高
橋
景
保(

か
げ
や
す)

、
天
文
学
者 

 
 

天
明
五
年(

1785
)

～
文
政
十
二
年(18

29)

二
月
、 

 
 

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件(

日
本
地
図
国
外
流
出)

で
投
獄
、 

 
 

伝
馬
町
牢
屋
敷
に
て
獄
中
死
し
て
い
る
。 

 

谷
文
晃
、
天
保
十
二
年(

1841
)

十
二
月
享
年
七
十
八 

谷
軒
々
、
ご
夫
妻
と
ご
一
緒
に
墓
石
が
並
ん
で
い
ま
す 

 

幡
随
院(

ば
ん
ず
い
ん)

長
兵
衛
、
江
戸
の
伊
達
男 

 
 

浅
草
歌
舞
伎
の
流
行
演
目
で
有
名
人
と
な
る
、 

実
存
し
た
「
江
戸
の
伊
達
男
」 

 
 

水
野
十
郎
左
衛
門
に
「
だ
ま
し
討
ち
」
で
亡
く
な
る
。 

 

墓
地
は
通
り
向
側
に
な
り
ま
す
。
墓
地
敷
地
内
に
は
、
長

泉
寺
と
い
う
真
宗
大
谷
派
の
寺
社
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
。 

東
叡
山
寛
永
寺
輪
王
殿
、
輪
王
寺
、
寺
格
：
門
跡
寺
院 

御
本
尊
： 

阿
弥
陀
如
来
、
創
建
：
正
保
元
年(

1
6
44

) 

別
称 

両
大
師
、
開
山
堂 

寛
永
寺
の
開
山
天
海(

慈
眼
大
師)

は
、
寛
永
20
年

(
1
64
0)

に
死
去
し
、
翌
正
保
元
年(

1
64
4
)

、
現
輪
王
寺
の

地
に
天
海
を
祀
る
開
山
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

天
海
が
崇
敬
す
る
良
源(

慈
恵
大
師
、
元
三
大
師)

を
併

せ
祀
っ
た
こ
と
か
ら
「
両
大
師
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

日
光
の
輪
王
寺
は
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
後
に
旧
名
の

満
願
寺
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
16
年(

18
83

)

に
輪
王
寺

の
寺
号
復
称
が
許
可
さ
れ
、
２
年
後
の
明
治
18
年(1

8
85

)

に
は
「
輪
王
寺
門
跡
」
の
称
号
が
復
活
し
て
い
ま
す
。 

開
山
堂
は
慶
応
４
年(

1
8
68

)

の
上
野
戦
争
で
は
焼
け
残

り
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
に
火
災
に
遭
い
、
天
明
元
年

(
1
78
1)

再
建
の
開
山
堂
と
寛
政
４
年(

1
7
92

)

再
建
の
本
堂

が
焼
失
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
本
堂
は
平
成
５
年
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

境
内
西
側
に
本
堂
、
東
側
に
輪
王
殿(

斎
場)

が
あ
り
、

輪
王
殿
の
手
前
に
は
西
隣
の
東
京
国
立
博
物
館
敷
地
か
ら

移
築
し
た
、
国
重
要
文
化
財
寛
永
寺
旧
本
坊
表
門
が
建
っ

て
い
ま
す
。 

寛
永
寺
旧
本
坊
表
門 

切
妻
造
り
本
瓦
葺
、
潜
門
付
き
の
薬
医
門
造
り
で
す
。 

通
称
名
黒
門
。
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
の
敷
地
は
も
と
寛

永
寺
の
本
坊
で
、
そ
の
正
面
に
あ
っ
た
山
門
で
し
た
。 

明
治
15
年(1

882
)

東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
博

物
館
が
上
野
公
園
に
移
転
開
館
し
た
際
に
そ
の
正
門
と
し
て

使
用
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

関
東
大
震
災
の
後
、
博
物
館
改
築
に
伴
い
現
在
地
に
移
築

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
門
扉
に
は
上
野
戦
争
の
際
の
弾
痕
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
寛
永
寺
入
口
に
あ
っ
た
「
黒
門
」
は
荒
川
区
円
通

寺
に
移
築
、
之
と
は
別
の
門
に
な
り
ま
す
。 

昭
和
21
年
11
月
29
日
国
重
文
指
定
。 

平
成
元
年(

1989
)

の
火
災
の
際
は
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
。 

本
堂
前
の
鐘
楼
に
懸
か
る
梵
鐘
は
慶
安
４
年(16

51
)

に
製

作
し
た
も
の
で
す
。
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
。 

本
堂
前
の
参
道
左
右
の
銅
燈
籠
は
元
、
上
野
の
大
猷
院
徳

川
家
光
霊
廟
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

東
叡
山
円
頓
院
寛
永
寺
、
天
台
宗
関
東
総
本
山
。 

開
山
：
天
海
、
開
基
：
江
戸
幕
府
３
代
将
軍
徳
川
家
光
、 

御
本
尊
：
薬
師
如
来 

徳
川
将
軍
家
の
祈
祷
所
兼
菩
提
寺
で
す
、
徳
川
歴
代
将
軍

15
人
の
う
ち
６
人
が
寛
永
寺
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

17
世
紀
半
ば
か
ら
は
皇
族
が
歴
代
住
職
を
務
め
て
朝
廷

と
の
繋
が
り
が
あ
り
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

日
光
山
、
比
叡
山
を
も
管
轄
す
る
天
台
宗
の
本
山
と
し
て

近
世
に
は
強
大
な
権
勢
を
誇
り
ま
し
た
が
、
幕
末
の
動
乱
期

に
主
要
な
伽
藍
を
焼
失
し
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
の
境
内
の
大
部
分
は
上
野
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

江
戸
に
あ
っ
た
徳
川
家
の
菩
提
寺
の
う
ち
、
増
上
寺
は
中

世
か
ら
存
在
し
た
寺
院
で
す
が
、
寛
永
寺
は
天
海
を
開
山
と

し
、
徳
川
家
に
よ
り
新
た
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
す
。 

徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
３
代
の
将
軍
が
帰
依
し
て
い

た
天
台
宗
の
僧
南
光
坊
天
海
は
、
江
戸
城
の
鬼
門
の
方
角
を

憂
慮
し
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
秀
忠
は
、
元
和
８
年(

1622
)

、
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現
在
の
上
野
公
園
の
地
を
天
海
に
与
え
ま
し
た
。 

当
時
此
処
に
は
伊
勢
津
藩
主
藤
堂
高
虎
、
弘
前
藩
主
津
軽

信
枚
、
越
後
村
上
藩
主
堀
直
寄
の
三
大
名
の
下
屋
敷
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
収
公
し
寺
地
に
充
て
た
も
の
で
す
。 

秀
忠
の
隠
居
後
の
寛
永
２
年(

1625
)

、
三
代
将
軍
徳
川
家

光
の
時
に
今
の
東
京
国
立
博
物
館
の
敷
地
に
、
貫
主
の
住
坊

の
本
坊
が
建
立
さ
れ
、
寛
永
寺
の
創
立
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

創
建
当
時
の
年
号
で
あ
る
「
寛
永
寺
」
と
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
、
京
の
都
の
鬼
門
、
北
東
を
守
る
比
叡
山
に
倣
い
、
東

の
比
叡
山
と
い
う
意
味
で
山
号
を
「
東
叡
山
」
と
し
ま
し
た
。 

寛
永
寺
の
伽
藍
は
延
暦
寺
の
様
式
に
準
じ
て
造
営
さ
れ
、

寛
永
４
年(

1627
)

に
は
法
華
堂
、
常
行
堂
、
多
宝
塔
、
輪
蔵
、

東
照
宮
な
ど
が
、
寛
永
８
年(

1631
)

に
は
清
水
観
音
堂
と
五

重
塔
が
、
根
本
中
堂
の
建
設
は
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
時
代
、

元
禄
10
年
７
月
に
柳
沢
吉
保
が
惣
奉
行
を
拝
命
し
開
始
さ

れ
、
元
禄
11
年(

16
98
)

８
月
11
日
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
落

成
し
て
い
ま
す
。 

位
置
関
係
で
は
、
根
本
中
堂
と
護
国
寺
、
根
本
中
堂
と
浅

草
寺
を
結
ぶ
線
は
一
直
線
に
つ
な
が
り
、
根
本
中
堂
は
日
光

表
参
道
の
延
長
線
上
に
存
在
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

寛
永
寺
と
増
上
寺
の
関
係
は
、
近
世
を
通
じ
て
寛
永
寺
は

徳
川
将
軍
家
は
も
と
よ
り
諸
大
名
の
帰
依
を
受
け
、
大
い
に

栄
え
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
創
建
当
初
の
寛
永
寺
は
徳
川
家
の
祈
祷
寺
で
し

た
が
、
菩
提
寺
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
徳
川
家
の
菩

提
寺
は
２
代
将
軍
秀
忠
の
眠
る
、
芝
増
上
寺
で
し
た
。 

し
か
し
、
三
代
将
軍
家
光
は
天
海
に
大
い
に
帰
依
し
、
自

分
の
葬
儀
は
寛
永
寺
に
行
わ
せ
、
遺
骸
は
家
康
の
廟
が
あ
る

日
光
へ
移
す
よ
う
に
と
遺
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４
代
家

綱
、
５
代
綱
吉
の
廟
は
上
野
に
営
ま
れ
、
寛
永
寺
は
増
上
寺

と
と
も
に
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。 

当
然
、
増
上
寺
側
か
ら
は
反
発
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
６

代
将
軍
家
宣
の
廟
が
増
上
寺
に
造
営
さ
れ
て
以
降
、
歴
代
将

軍
の
墓
所
は
寛
永
寺
と
増
上
寺
に
交
替
で
造
営
す
る
こ
と
が

慣
例
と
な
り
、
幕
末
ま
で
続
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
吉
宗

以
降
は
幕
府
財
政
倹
約
の
た
め
、
寛
永
寺
の
門
の
数
が
削
減

さ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
後
期
、
最
盛
期
の
寛
永
寺
は
寺
域
30
万
５
千
余

坪
、
現
在
の
上
野
公
園
の
ほ
ぼ
全
域
が
寺
の
旧
境
内
で
あ
り
、

最
盛
期
に
は
、
更
に
そ
の
２
倍
の
面
積
の
寺
地
を
有
し
て
い

ま
し
た
。
現
東
京
国
立
博
物
館
の
敷
地
は
寛
永
寺
本
坊
跡
で

あ
り
、
博
物
館
南
側
の
大
噴
水
広
場
は
、
根
本
中
堂
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

し
か
し
、
上
野
の
山
は
、
幕
末
の
慶
応
４
年(18

68
)

、
彰

義
隊
の
戦
、
上
野
戦
争
の
戦
場
と
な
り
、
根
本
中
堂
を
は
じ

め
主
要
な
堂
宇
を
焼
失
し
、
残
さ
れ
た
建
物
は
五
重
塔
、
清

水
堂
、
大
仏
殿
な
ど
だ
け
と
な
り
、
更
に
明
治
維
新
後
、
寺

領
は
没
収
さ
れ
、
輪
王
寺
宮
は
還
俗
、
明
治
６
年(

1873
)

に

は
旧
境
内
地
が
公
園
用
地
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
廃
寺

状
態
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
が
、
明
治
８
年(187

5)

に
再
発
足
。 

 

江
戸
時
代
の
境
内
地
だ
っ
た
場
所
は
、
上
野
公
園
や
上
野

駅
の
用
地
と
な
り
大
き
く
変
貌
を
と
げ
て
い
ま
す
。 

明
治
12
年(1

879
)

子
院
の
一
つ
の
大
慈
院
が
あ
っ
た
場

所
に
、
天
海
が
住
し
て
い
た
川
越
の
喜
多
院
の
本
地
堂
を
移

築
し
て
本
堂
と
し
、
復
興
の
途
に
つ
き
ま
す
。 

太
平
洋
戦
争
中
の
東
京
大
空
襲
で
は
、
当
時
残
っ
て
い
た

徳
川
家
霊
廟
の
建
物
の
大
部
分
が
焼
失
し
て
し
ま
い
、
２
度

の
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
い
く
つ
か
の
古
建
築
は
、
上
野
公
園

内
の
各
所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。 

本
堂
、
根
本
中
堂
は
、
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
の
裏
手
に

あ
る
。
現
在
の
堂
は
、
寛
永
寺
の
子
院
大
慈
院
の
あ
っ
た
敷

地
に
、
明
治
12
年(

1879
)

川
越
喜
多
院
の
本
地
堂
を
移
築
し

た
も
の
で
す
。
内
陣
に
は
厨
子
内
に
秘
仏
本
尊
薬
師
三
尊
像

を
安
置
し
て
い
ま
す
が
堂
内
は
非
公
開
で
す
。 

書
院
、
本
堂
裏
手
に
あ
り
、徳
川
慶
喜
が
水
戸
退
去
の
前
に
、

２
か
月
ほ
ど
蟄
居
し
て
い
た
葵
の
間
、
あ
る
い
は
蟄
居
の
間

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
非
公
開
で
す
。 

旧
本
坊
表
門
、
国
指
定
重
要
文
化
財
。 

通
称
黒
門
。
東
京
国
立
博
物
館
東
側
の
輪
王
寺
に
あ
る
。 

寛
永
年
間
の
建
造
物
で
、
も
と
は
博
物
館
正
門
の
位
置
に
あ

り
ま
し
た
。 

 

第
６
番 

東
叡
山
寛
永
寺
清
水
観
音
堂
、
重
要
文
化
財
。 

 

御
本
尊
：
千
手
観
世
音
菩
薩 

ご
真
言
：
お
ん 

ば
ざ
ら 

た
ら
ま 

き
り
く 

ご
詠
歌
：
松
風
や 

音
羽
の
滝
は 

清
水
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
ぶ
心
は 

涼
し
か
る
ら
ん 

 

上
野
公
園
内
、
西
郷
隆
盛
銅
像
の
近
く
に
あ
り
、
千
手
観

音
を
祀
る
。
寛
永
８
年(16

31)

建
立
、
当
初
は
摺
鉢
山
古
墳

に
あ
っ
た
が
、
中
堂
建
立
に
伴
い
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。
規
模
は
小
さ
い
と
は
い
え
、
京
都
の
清
水
寺
本
堂
と
同

様
の
懸
造(

か
け
つ
く
り)

建
築
で
す
。 

弁
天
堂
、
上
野
公
園
南
側
に
あ
る
不
忍
池
の
弁
天
島
、
中
之

島
に
、
天
海
が
琵
琶
湖
の
竹
生
島
宝
厳
寺
の
弁
才
天
を
勧
請

し
て
建
立
。
島
は
常
陸
下
館
藩
主
水
谷
勝
隆
が
築
い
た
も
の

で
、
当
初
は
橋
が
な
く
、
舟
で
参
詣
し
て
い
ま
し
た
。 

当
初
の
建
物
は
入
母
屋
造
で
し
が
、
昭
和
20
年
３
月
10
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日
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
、
昭
和
33
年
に
八
角
堂
と
し
て

再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

旧
寛
永
寺
五
重
塔
、
国
指
定
重
要
文
化
財
。
寛
永
８
年

(
1631

)

建
立
、
寛
永
16
年
に
焼
失
し
た
後
、
同
年
た
だ
ち
に

下
総
古
河
城
主
土
井
利
勝
に
よ
り
再
建
。 

塔
は
旧
境
内
地
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
恩
賜
上
野
動
物
園
の

園
内
に
位
置
し
て
お
り
、195

8
年
に
寺
が
寄
付
し
た
た
め
、

現
在
の
所
有
者
は
東
京
都
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

塔
の
初
重
に
安
置
さ
れ
て
い
た
釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
、

弥
勒
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
の
四
仏
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
野
東
照
宮
、
寛
永
４
年(162

7)

、
藤
堂
高
虎
が
上
野
の
高

虎
の
敷
地
内
に
創
建
し
ま
し
た
。 

社
伝
に
よ
れ
ば
、
元
和
２
年(

1616
)

、
危
篤
の
家
康
か
ら

「
自
分
の
魂
が
末
永
く
鎮
ま
る
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
高

虎
と
天
海
に
遺
言
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

『
江
戸
図
屏
風
』
は
こ
の
頃
と
見
ら
れ
る
現
在
と
は
異
な
る

形
状
の
社
殿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
社
殿
は
、
慶
安
４
年(

1651
)

に
徳
川
家
光
が
改
築

し
た
も
の
で
、
上
野
戦
争
や
関
東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大

戦
で
も
焼
失
を
免
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
強
運
の
神
様
と
し
て
、
ま
た
家
康
を
祭
神
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
出
世
、
勝
利
、
健
康
長
寿
の
神
様
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

時
の
鐘
、
上
野
公
園
内
、
精
養
軒
の
近
く
に
あ
る
鐘
楼
。 

現
在
あ
る
鐘
は
天
明
７
年(

1787
)

の
作
で
す
。 

大
仏
山
パ
ゴ
ダ
、
時
の
鐘
の
近
く
に
あ
り
、
昭
和
42
年
の
建

立
。
も
と
上
野
東
照
宮
本
地
堂
、
神
仏
分
離
の
際
に
破
壊
、

本
尊
で
あ
っ
た
薬
師
三
尊
像
は
江
戸
時
代
初
期
の
作
り
を
祀

っ
て
い
ま
す
。 

 

上
野
大
仏
、
寛
永
８
年
、
堀
直
寄
の
寄
進
で
最
初
の
大
仏
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
地
震
、
火
災
等
で
消
滅
と
再
興
を

繰
り
返
し
、
現
在
は
顔
の
部
分
の
み
が
大
仏
山
パ
ゴ
ダ
脇
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
京
国
立
博
物
館
裏
手
の
寛
永
寺
墓
地
に
は
、
徳
川
将
軍

15
人
の
う
ち
家
綱
、
綱
吉
、
吉
宗
、
家
治
、
家
斉
、
家
定
の

６
人
が
眠
っ
て
い
ま
す
。 

厳
有
院
家
綱
霊
廟
と
常
憲
院
綱
吉
霊
廟
の
建
築
物
群
は
、

東
京
の
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

た
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
で
し
た
が
、
昭
和
20
年
の
空
襲
で

大
部
分
を
焼
失
。
焼
け
残
っ
た
以
下
の
建
造
物
は
現
在
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

厳
有
院
霊
廟
勅
額
門
、
同
水
盤
舎
、
同
奥
院
唐
門
、 

同
奥
院
宝
塔 

 
 

常
憲
院
霊
廟
勅
額
門
、
同
水
盤
舎
、
同
奥
院
唐
門
、 

同
奥
院
宝
塔 

渋
沢
家
霊
堂
は
、
渋
沢
栄
一
前
妻
の
17
回
忌
に
あ
わ
せ
て

建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
公
開
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

い
ず
れ
も
寛
永
寺
霊
園
内
に
あ
り
、
厳
有
院
霊
廟
の
勅
額

門
は
外
の
道
路
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
通
常
は
未
公

開
で
す
が
、
５
名
以
上
の
団
体
に
限
り
予
約
制
で
毎
月
３
日

間
程
度
公
開
さ
れ
て
い
る
他
に
、
台
東
区
役
所
が
主
催
す
る

特
別
公
開
が
毎
年
秋
に
１
日
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

第
７
番
、
柳
井
堂
心
城
院
、
湯
島
聖
天 

天
台
宗 

御
本
尊
：
大
聖
歓
喜
天 

ご
真
言
：
お
ん 

ぎ
ゃ
く 

ぎ
ゃ
く 

う
ん 

そ
わ
か 

札
所
本
尊
：
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、 

ご
真
言
：
お
ん 

ま
か 

き
ゃ
ろ
に
き
ゃ 

そ
わ
か 

ご
詠
歌
：
柳
井
の
水
清
く
し
て 

白
梅
の 

 
 
 
 
 
 

香
り
か
ぐ
わ
し 

湯
島
の
み
ほ
と
け 

元
禄
７
年(1

694
)

湯
島
天
神
別
当
職
の
天
台
宗
喜
見
院
第

三
世
宥
海
僧
正
が
、
道
真
公
と
縁
の
あ
る
大
聖
歓
喜
天
を
湯

島
天
神
境
内
に
奉
安
す
る
た
め
開
山
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
寺
は
、
湯
島
天
神
の
一
堂
宇
で
「
湯
島
の
聖
天
さ
ま
」

と
し
て
尊
崇
を
得
て
い
ま
す
。 

こ
の
聖
天
は
、
比
叡
山
か
ら
勧
請
し
た
慈
覚
大
師
作
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
喜
見
院
は
廃
寺
に
な
っ
た
が
、

当
寺
は
湯
島
天
神
と
の
本
末
関
係
を
絶
つ
の
み
に
留
ま
り
、

建
立
当
時
の
因
縁
に
よ
り
天
台
宗
に
属
し
、
単
独
寺
院
と
し

て
寺
名
を
心
城
院
と
改
め
独
立
し
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
江
戸
名
水
の
一
つ
「
柳
の
井
」
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
柳
井
堂(

り
ゅ
う
せ
い
ど
う)

」
と
称
し
て
い
ま
す
。 

堂
宇
は
、
振
袖
火
事
、
安
政
の
大
火
、
関
東
大
震
災
や
東

京
大
空
襲
な
ど
の
多
く
の
災
害
に
も
遭
う
こ
と
な
く
、
開
基

以
来
約
三
百
年
を
耐
え
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

為
、
近
年
改
修
さ
れ
ま
し
た
。 

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
境
内
で
す
が
、
右
側
は
放
生
池
が
占

め
、
稲
荷
社
が
祀
ら
れ
、
箱
庭
の
よ
う
な
境
内
で
す
。 

男
坂
の
天
神
石
坂
38
段
を
上
が
り
ま
す
か
女
坂
も
好
い
。 

打
止 
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湯
島
天
満
宮
、
通
称
湯
島
天
神
、 

明
治
５
年
の
近
代
社
格
制
度
に
お
い
て
郷
社
に
列
し
、
明

治
18
年
に
府
社
に
昇
格
、
し
か
し
社
格
制
度
は
現
在
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。 

主
祭
神 

天
之
手
力
雄
命(

あ
め
の
た
ぢ
か
ら
を
の
み
こ
と)

、

菅
原
道
真
公 

古
来
よ
り
江
戸
、
東
京
に
お
け
る
代
表
的
な
天
満
宮
で
あ

り
、
学
問
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
公
を
祀
っ
て

い
ま
す
、
普
段
か
ら
学
問
成
就
や
修
学
旅
行
の
学
生
ら
で
非

常
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

ま
た
境
内
の
梅
の
花
も
有
名
で
、
こ
の
地
の
梅
を
歌
っ
た

婦
系
図
の
歌
「
湯
島
の
白
梅
」
昭
和
17
年(19

42)
、 

藤
原
亮
子
と
小
畑
実
で
戦
中
時
に
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

境
内
の
約
三
百
本
の
梅
木
の
う
ち
約
８
割
は
白
梅
で
す
。  

社
伝
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
２
年
１
月(4

58)

、
雄
略
天
皇

の
勅
命
に
よ
り
天
之
手
力
雄
命
を
祀
る
社
と
し
て
創
建
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

南
北
朝
時
代
の
正
平
10
年(13

55)

、
住
民
の
請
願
に
よ
り

菅
原
道
真
を
勧
請
し
て
合
祀
、
こ
の
時
を
も
っ
て
創
建
と
す

る
説
あ
り
、
湯
島
天
満
宮
で
も458

年
創
建
と
し
て
い
ま
す
。 

徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
っ
て
か
ら
徳
川
家
の
崇
敬
を
受

け
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
学
者
や
文
人
が
訪
れ
崇

敬
を
集
め
る
一
方
、
享
保
期
に
は
富
籤(

と
み
く
じ)

の
興
行
が

盛
ん
と
な
り
、
江
戸
の
三
富
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
湯
島
天
神
の
富
く
じ
は
、
唯
一
幕
府
公
認
の
た
め

御
法
度
破
り
に
な
ら
な
い
の
で
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
天
保
13
年(

1842)

水
野
忠
邦
が
突
富
興
行
一
切
差
止
。 

平
成
12
年
３
月
31
日
、
「
湯
島
天
神
」
か
ら
「
湯
島
天
満

宮
」
に
改
称
し
て
い
ま
す
。 

神
田
神
社
、
神
田
明
神 

神
田
祭
を
行
う
神
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

神
田
、
日
本
橋
、
秋
葉
原
、
大
手
町
、
丸
の
内
、
旧
神
田

市
場
、
築
地
魚
市
場
な
ど
百
八
ヶ
町
会
の
総
氏
神
で
す
。 

旧
社
格
は
府
社
。 

神
社
本
庁
の
別
表
神
社
と
な
っ
て
い
る
、
ま
た
旧
准
勅
祭

社
の
東
京
十
社
の
一
社
で
も
あ
り
ま
す
。 

御
祭
神
、
三
柱
を
祭
神
と
し
て
祀
る
。 

一
ノ
宮
大
己
貴
命(

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
＝
だ
い
こ
く
様)

。 

縁
結
び
の
神
様
。
天
平
二
年(73

0)

鎮
座
。 

二
ノ
宮
少
彦
名
命
（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
＝
え
び
す
様
）
。 

商
売
繁
昌
の
神
様
。
明
治
七
年(

1874
)

に
大
洗 

磯
前
神
社
よ
り
奉
祀
。 

三
ノ
宮
平
將
門
命
（
ま
さ
か
ど
様
）
。 

除
災
厄
除
の
神
様
。
延
慶
二
年(1

309
)

奉
祀
、
明
治
七
年

に
構
内
摂
社
の
将
門
神
社
に
遷
座
、
昭
和
59
年
に
本
殿
に
奉

祀
復
帰
。 

社
伝
に
よ
れ
ば
、
天
平
二
年(7

30)

、
武
蔵
国
豊
島
郡
芝
崎

村
に
入
植
し
た
出
雲
系
の
氏
族
が
、
大
己
貴
命
を
祖
神
と
し

て
祀
っ
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。 

神
田
は
も
と
伊
勢
神
宮
の
御
田(

お
み
た
＝
神
田)

が
あ
っ

た
土
地
で
、
神
田
の
沈
静
の
た
め
に
創
建
さ
れ
、
神
田
ノ
宮

と
称
し
ま
し
た
。 

承
平
５
年(

935)

、
平
將
門
の
乱
を
起
こ
し
て
敗
死
し
た
將

門
の
首
が
京
か
ら
持
ち
去
ら
れ
て
当
社
の
近
く
に
葬
ら
れ
、

將
門
の
首
塚
は
東
国
の
平
氏
武
将
の
崇
敬
を
受
け
ま
し
た
。 

14
世
紀
初
頭
、
嘉
元
年
間
に
疫
病
が
流
行
し
、
こ
れ
が
將

門
の
祟
り
で
あ
る
と
し
て
供
養
が
行
わ
れ
、 

延
慶
２
年(

1309
)

に
当
社
の
相
殿
神
と
さ
れ
ま
し
た
。 

將
門
神
に
祈
願
す
る
と
勝
負
に
勝
つ
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
江
戸
城
増
築
に
伴
い
慶
長
８
年
に
神
田
台
へ
、

さ
ら
に
元
和
２
年(

1616
)

に
現
在
地
へ
遷
座
し
、
江
戸
総
鎮

守
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

江
戸
三
大
祭
、 

日
枝
社
の
山
王
祭
、
千
代
田
線
国
会
議
事
堂
前
、
直
近
。 

神
田
明
神
の
神
田
祭
、JR

秋
葉
原
駅
徒
歩
５
分
、 

山
車
が
将
軍
上
覧
の
為
に
江
戸
城
中
に
入
っ
た
の 

で
「
天
下
祭
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

富
岡
八
幡
宮
祭
、
水
掛
祭
り
、
大
江
戸
線
門
前
中
町
駅
前 

見
物
客
ま
で 

ず
ぶ
濡
れ 

と
な
り
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

『
神
輿
深
川
、
山
車
神
田
、
だ
だ
っ
広
い
が
山
王
様
』
と
謳

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
神
田
祭
り
は
山
車
が
中
心
で
し
た
が
、

明
治
に
入
る
と
電
線
の
普
及
等
に
よ
り
山
車
の
数
は
大
幅
に

減
少
し
て
と
う
と
う
神
輿
ば
か
り
で
山
車
は
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

「
神
田
囃
子
」
は
東
京
都
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初
期
に
豪
華
な
桃
山
風
社
殿
が
、
天

明
２
年(

1782
)

に
は
権
現
造
の
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
が
、 

大
正
12
年(19

23)

の
関
東
大
震
災
で
焼
失
、
そ
の
後
の193

4

年
に
当
時
で
は
珍
し
い
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
権

現
造
を
模
し
て
再
建
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
20
年
の
東
京

大
空
襲
で
は
、
境
内
に
焼
夷
弾
が
落
ち
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

本
殿
と
拝
殿
な
ど
は
焼
失
を
免
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
「
神
田
明
神
」
と
名
乗
り
、
周
辺
の
町
名

に
も
神
田
明
神
を
冠
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

明
治
に
入
っ
て
神
社
が
国
家
の
管
理
下
に
入
る
と
、
明
治

元
年(186

8)

に
准
勅
祭
社
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
府
社
に
列
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せ
ら
れ
、
明
治
４
年(

1872
)

に
正
式
の
社
号
が
「
神
田
神
社
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

明
治
７
年(1

874
)

明
治
天
皇
が
行
幸
す
る
に
あ
た
っ
て
、

天
皇
が
参
拝
す
る
神
社
に
逆
臣
で
あ
る
平
將
門
が
祀
ら
れ
て

い
る
の
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
と
さ
れ
て
、
平
將
門
が
祭
神
か

ら
外
さ
れ
、
代
わ
り
に
少
彦
名
命
が
茨
城
県
の
大
洗
磯
前
神

社
か
ら
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。 

平
將
門
神
霊
は
境
内
摂
社
に
遷
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋

戦
争
後
の
昭
和
59
年
に
な
っ
て
本
社
祭
神
に
復
帰
し
ま
し

た
。
現
在
は
神
社
本
庁
の
別
表
神
社
と
な
っ
て
い
て
、
ま
た

旧
准
勅
祭
社
の
東
京
十
社
の
一
社
で
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
野
村
胡
堂
の
代
表
作
『
銭
形
平
次
捕
物
控
』
の
主

人
公
銭
形
平
次
が
当
神
田
明
神
下
の
長
屋
に
住
居
を
構
え
て

い
た
と
い
う
設
定
か
ら
、
敷
地
内
の
本
殿
右
手
横
に
映
画
制

作
関
係
者
な
ど
で
建
立
し
た
「
銭
形
平
次
の
碑
」
が
あ
り
ま

す
。
銭
形
平
次
は
架
空
の
人
物
で
す
。 

神
田
明
神
を
崇
敬
す
る
江
戸
っ
子
は
、
成
田
山
新
勝
寺
を

参
拝
し
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
朝
廷
に
対
し
て
叛
乱
を
起
し
た
平
將
門
を
討
伐
す

る
た
め
、
僧
寛
朝
を
神
護
寺
護
摩
堂
の
空
海
作
と
い
わ
れ
る

不
動
明
王
像
と
共
に
成
田
山
新
勝
寺
へ
遣
わ
せ
、
乱
の
鎮
圧

の
た
め
御
護
摩
の
儀
式
を
行
わ
せ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

即
ち
、
新
勝
寺
参
拝
は
將
門
を
苦
し
め
る
と
さ
れ
る
た
め
。 

同
じ
く
將
門
を
祭
神
と
す
る
神
楽
坂
の
築
土
神
社
に
も
同

様
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、
成
田
山
へ
参
詣
す
る
と
道
中
に
災

い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
、
将
門
に
対
す
る
信
仰
心
は
、
祟
り

や
厄
災
を
鎮
め
る
こ
と
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
成
田
屋
の
屋
号
で
知
ら
れ
る
歌
舞
伎
の
市
川
宗

家
で
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
一
つ
『
鎌
髭
』
で
將
門
を
演
じ
て

お
り
、「
助
六
」
を
演
じ
る
際
に
は
魚
河
岸
と
の
関
わ
り
か
ら

神
田
明
神
内
に
あ
る
水
神
社
へ
の
参
拝
を
行
い
、
歌
舞
伎
公

演
が
盛
興
に
て
終
了
す
る
よ
う
願
掛
け
参
り
が
恒
例
と
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

湯
島
聖
堂
、 

江
戸
時
代
の
元
禄
３
年(16

90)

、
江
戸
幕
府
五
代
将
軍
徳

川
綱
吉
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
孔
子
廟
で
あ
り
、
後
に
幕
府

直
轄
の
学
問
所
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
の
学
校
教
育
発
祥
の
地
の
掲
示
が
あ
り
、
湯
島
天
満

宮
と
と
も
に
年
間
を
通
し
て
合
格
祈
願
の
た
め
に
参
拝
に
来

る
受
験
生
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

国
指
定
の
史
跡
に
さ
れ
て
い
ま
す
。  

元
禄
３
年(16

90)

、
林
羅
山(

天
正
11
年(1

583)

～
明
暦

３
年(165

7))

が
孔
子
廟
を
造
営
し
、
将
軍
綱
吉
が
こ
れ
を

「
大
成
殿
」
と
改
称
し
て
自
ら
額
の
字
を
執
筆
し
ま
し
た
。 

ま
た
そ
れ
に
付
属
す
る
建
物
を
含
め
て
「
聖
堂
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
改
め
ま
し
た
。
翌
、
元
禄
４
年
２
月
７
日
に
神
位
の

奉
遷
が
行
わ
れ
て
完
成
し
ま
し
た
。 

林
家
の
学
問
所
も
当
地
に
移
転
し
ま
し
た
。 

大
成
院
の
建
物
は
、
度
々
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
上
、

幕
府
の
実
学
重
視
へ
の
転
換
の
影
響
を
受
け
て
再
建
も
思
う

よ
う
に
出
来
な
い
ま
ま
に
荒
廃
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
後
、
寛
政
異
学
の
禁
に
よ
り
聖
堂
の
役
目
も
見
直
さ

れ
、
寛
政
９
年(179

7)

林
家
の
私
塾
が
、
林
家
の
手
を
離
れ

て
幕
府
直
轄
の
昌
平
坂
学
問
所
と
な
り
ま
す
。 

昌
平
黌(

し
ょ
う
へ
い
こ
う)

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。 

「
昌
平
」
と
は
、
孔
子
が
生
ま
れ
た
村
の
名
前
で
「
孔
子
の

諸
説
、
儒
学
を
教
え
る
学
校
」
の
名
前
と
さ
れ
て
、
こ
の
地

の
地
名
に
も
な
り
ま
し
た
。 

以
降
、
聖
堂
と
は
湯
島
聖
堂
の
中
で
も
大
成
殿
の
み
を
指

す
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
２
年
後
の
寛
政
11
年
に
は
長
年
荒

廃
し
て
い
た
湯
島
聖
堂
の
大
改
築
が
完
成
し
、
敷
地
面
積
は

一
万
二
千
坪
か
ら
一
万
六
千
坪
余
り
と
な
り
、
大
成
殿
の
建

物
も
水
戸
の
孔
子
廟
に
な
ら
い
創
建
時
の2.5

倍
の
規
模
で

黒
塗
り
の
建
物
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

大
成
殿
は
明
治
以
降
も
残
り
、
多
く
の
人
材
が
集
ま
っ
た

の
で
す
が
、
維
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
後
、
明
治
４
年

(
1871

)

に
後
進
の
昌
平
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
昌
平
坂
学
問
所
は
、
幕
府
天
文

方
の
流
れ
を
汲
む
開
成
所
、
種
痘
所
の
流
れ
を
汲
む
医
学
所

と
併
せ
て
、
後
の
東
京
大
学
へ
連
な
る
系
譜
上
に
載
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
間
、
学
制
公
布
以
前
に
維
新
政
府
は
小
学→

中
学→

大
学
の
規
則
を
公
示
し
、
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
明
治
３
年
、

太
政
官
布
告
に
よ
り
東
京
府
中
学
が
こ
の
地
を
仮
校
舎
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

昌
平
学
校
閉
鎖
後
、
文
部
省
や
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館

及
び
国
立
科
学
博
物
館
等
の
前
身
で
あ
る
国
立
博
物
館
と
共

に
、
東
京
師
範
学
校
、
現
在
の
筑
波
大
学
や
東
京
女
子
師
範

学
校
、
現
在
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
構
内
界
隈
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
と
し
て
の
学
問
所
の
跡
地
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
東
京
医
科
歯
科
大
学
湯
島
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
５
年(

1872
)

３
月
10
日
か
ら
、
大
成
殿
で
東
京
初
の

博
覧
会
文
部
省
博
物
局
主
催
「
湯
島
聖
堂
博
覧
会
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

後
の
東
京
国
立
博
物
館
の
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。 
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大
正
11
年(1

922
)

に
は
敷
地
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
が
、
翌
年
の
関
東
大
震
災
で
入
徳
門
と
水
屋
以
外
の
建
物

が
焼
失
、
現
在
の
大
成
殿
は
伊
東
忠
太
設
計
、
大
林
組
施
工

に
よ
り
、
昭
和
10
年(19

35)

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

湯
島
聖
堂
脇
に
あ
る
孔
子
像
は
世
界
一
高
い
そ
う
で
す
。 

楷(

か
い)

樹
、
学
名
：
と
ね
り
ば
は
っ
ぜ
の
き
、
漆
科 

 

楷
は
、
孔
子
の
墓
所
に
植
え
ら
れ
て
い
る
名
木
で
、
孔
子

の
弟
子
子
貢(

し
こ
う)

が
、
孔
子
の
墓
所
に
植
え
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

枝
や
葉
が
整
然
と
し
て
い
る
の
で
、
書
道
で
い
う
楷
書
の

語
源
と
も
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

大
正
四
年
、
林
学
博
士
白
澤
保
美
氏
が
中
国
曲
阜
市(

き
ょ

く
ふ
し)

か
ら
種
子
を
持
ち
帰
り
、
東
京
目
黒
の
農
商
務
省
林

業
試
験
場
で
苗
に
仕
立
て
た
の
が
最
初
で
、
苗
は
当
聖
廟
を

始
め
儒
学
に
関
係
深
い
閑
谷
学
校
等
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

性
来
雌
雄
異
株
で
あ
る
う
え
、
花
が
咲
く
迄
に
三
十
年
も

か
か
る
た
め
、
種
子
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
様
で
す
。 

 

台
湾
で
は
爛
心
木
と
呼
ば
れ
、
牧
野
富
太
郎
博
士
は
「
孔

子
木
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

 

孔
子
と
楷
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
そ
う
で
、
特
に

当
廟
の
樹
は
正
子
に
当
り
聖
木
で
あ
る
と
伝
い
貴
重
。 

 

聖
橋
、
二
つ
の
聖
堂
、
湯
島
聖
堂
と
、
神
田
川
向
い
の 

ニ
コ
ラ
イ
堂
を
結
ぶ
橋 

檸
檬 

さ
だ
ま
さ
し 

喰
べ
か
け
の
夢
を 

聖
橋
か
ら
放
る 

各
駅
停
車
の
樺
樺
色
が 

そ
れ
を
か
み
く
だ
く 

消
え
去
る
時
に
は
、
こ
う
し
て 

で
き
る
だ
け 

静
か
に 

堕
ち
て
ゆ
く
も
の 

一
口(

い
も
あ
ら
い)

稲
荷
社
元
宮
の
ご
神
木
椋(

む
く) 

 

御
祭
神
： 

宇
迦
之
御
魂
神
、
菅
原
道
真
公
、 

徳
川
家
康
公
、
金
山
彦
命 

 

移
転
先
： 

太
田
姫
稲
荷
神
社 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
新
御
茶
ノ
水
駅
駿
河
台
交
差
点
出

入
口
か
ら
、
三
井
ビ
ル
脇
の
郵
便
局
の
道
灌
通
り
を
明
治
大

学
方
面
に
向
う
次
路
地
右
側
に
遷
座
し
て
い
ま
す
。 

 

一
口
は
、
淡
路
坂
の
旧
名
で
一
口
坂
と
云
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
口
稲
荷
社
は
、
太
田
姫
稲
荷
神
社
と
言
い
ま
す
。 

極
め
て
豊
か
な
霊
験
伝
承
と
古
い
由
緒
を
も
つ
神
社
で
す
。 

『
駿
河
台
文
化
史
』
昭
和
10
年
、
神
田
史
跡
研
究
会
に
よ
る

と
当
神
社
の
縁
起
は
九
世
紀
に
始
ま
る
と
い
い
ま
す
。 

詩
才
を
白
楽
天
に
比
さ
れ
る
ほ
ど
の
詩
人
参
議
小
野
篁

(

お
の
の
た
か
む
ら)

が
承
和
六
年(83

9)

は
じ
め
伯
耆
国
鳥
取

県
の
名
和
港
を
出
港
し
て
ま
も
な
く
、
海
が
大
そ
う
荒
れ
狂

い
身
の
危
険
を
感
じ
た
た
め 

篁
は
正
装
を
し
て
舟
の
舳
に

座
り
熱
心
に
普
門
品
の
観
音
経
を
唱
え
て
い
る
と 

白
髪
の

老
翁
が
波
上
に
現
れ
て
『
荒
波
か
ら
は
命
を
守
っ
て
や
る
が

疱
瘡(

ほ
う
そ
う)
、
天
然
痘
＝
大
流
行
し
治
療
法
が
な
く
非
常

に
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た 

を
患
え
ば
一
命
が
危
な
い 

わ

れ
は
太
田
姫
の
命
で
あ
る
。
わ
が
像
を
常
に
ま
つ
れ
ば 

こ

の
病
に
か
か
る
事
は
な
い
で
あ
ろ
う
』
と
告
げ 

波
間
に
姿

を
消
し
ま
し
た
。
そ
の
お
告
げ
を
護
り
自
ら
翁
の
像
を
刻
み

護
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
山
城
国
の
南
に
あ
る
一
口
の

里
に
神
社
を
祝
い
祭
り
ま
し
た
。 

江
戸
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
太
田
資
長
朝
臣
、
後
の
道

灌
の
最
愛
の
姫
君
が
重
い
疱
瘡
に
か
か
り
絶
望
の
中
、
人
伝

に
一
口
稲
荷
神
社
の
故
事
を
聞
き
急
使
を
つ
か
わ
せ
祈
願 

使
者
は
祈
祷
の
一
枝
と
幣
を
授
か
り
帰
る
と…

重
篤
の
病
が

癒
え
た
資
長
朝
臣
は
崇
敬
の
念
篤
く
城
内
本
丸
に
一
社
建
立

し
姫
君
と
共
に
深
く
敬
拝
し
ま
し
た
。 

あ
る
時
こ
の
城
の
鬼
門
を
守
る
べ
し
と
の
神
託
が
あ
り 

鬼
門
に
移
し
て
太
田
姫
稲
荷
大
明
神
と
奉
唱
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
長
禄
元
年(14

57)

の
こ
と
で
し
た
。 

慶
長
８
年(1

603
)

８
月
、
徳
川
家
康
公
が
江
戸
城
へ
入
ら

れ
た
後
、
慶
長
11
年
の
江
戸
城
大
改
築
の
際
、
城
内
よ
り
西

丸
の
鬼
門
に
あ
た
る
神
田
駿
河
台
東
側
に
移
さ
れ
こ
の
坂
を

一
口
坂(

い
も
あ
ら
い
ざ
か)

後
に
鈴
木
淡
路
守
の
屋
敷
が
出
来

た
の
で
淡
路
坂
と
い
う
様
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
代
々
将
軍
が
崇
拝
し 

修
理
造
営
は
徳
川
家
が

行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

太
田
姫
神
社
は
、
江
戸
城
外
濠
の
神
田
川
を
作
る
に
あ
た

り
、
伊
達
家
と
徳
川
家
が
神
田
山
を
開
創
し
た
時
、
江
戸
城

の
結
界
ま
た
鬼
門
の
護
り
神
と
し
て
江
戸
城
内
よ
り
こ
の
地

に
移
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

昭
和
６
年(1

931
) 

総
武
線
開
通
に
伴
い
現
在
の
駿
河
台
下

に
移
る
。
尚
、
鐵
道
甲
武
線(

現
中
央
線)

は
堀
の
中
に
あ
り

開
通
時
天
皇
家
と
の
間
に
堀
幅
を
減
じ
な
い
、
中
で
商
業
を

営
ま
な
い
、
環
境
を
守
る
と
の
約
束
が
現
在
に
も
至
る
。 

明
治
期
鐵
道
史
よ
り 

神
木
は
椋(

む
く)

の
落
葉
高
木
で
花
は
濃
紫
が
咲
き
ま
す
。 

 

カ
ッ
プ
ル
を
含
め
参
拝
者
が
多
い
太
田
姫
稲
荷
で
す
。 

所
在
地 

 

神
田
駿
河
台1

-2-3 

 
 
 
 
 
  

江
戸
観
音
霊
場
巡
り 

2023
0618 

熊
倉
記
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 昭和新撰江戸 33 観音霊場一覧 

札番  山・院・寺号  霊場御本尊  住所  

1 番  金龍山 浅草寺  聖観世音菩薩  台東区浅草 2       影向堂に第一番 

2 番  江北山 宝聚院 清水寺  千手千眼観世音  台東区松が谷 2  

3 番  大観音寺  正観世音菩薩  中央区日本橋人形町 1  

4 番  諸宗山 無縁寺 回向院  馬頭観世音菩薩  墨田区両国 2       旧両国国技館 

５番  新高野山 大安楽寺  十一面観世音菩薩  中央区日本橋小伝馬町 3  伝馬町牢屋敷跡地 

6 番  東叡山 寛永寺 清水観音堂  千手観世音菩薩  台東区上野公園      円形の「月の松」 

7 番  柳井堂 心城院  十一面観世音菩薩  文京区湯島 3  

8 番  東梅山 花陽院 清林寺  聖観世音菩薩  文京区向丘 2  

9 番  東光山 見性院 定泉寺  十一面観世音菩薩  文京区本駒込  

10 番  湯嶹山 常光院 浄心寺  十一面観世音菩薩  文京区向丘 2  

11 番  南緑山 正徳院 円乗寺  聖観世音菩薩  文京区白山 1       八百屋お七の墓所 

12 番  無量山 寿経寺 伝通院  聖観世音菩薩  文京区小石川 3      於大の方、陵墓 

13 番  神齢山 悉地院 護国寺  如意輪観世音菩薩  文京区大塚 5  

14 番  神霊山 慈眼寺 金乗院  聖観世音菩薩  豊島区高田 2  

15 番  光松山 威盛院 放生寺  聖観世音菩薩  新宿区西早稲田  

16 番  医光山 長寿院 安養寺  十一面観世音菩薩  新宿区神楽坂 6  

17 番  如意輪山 宝福寺  如意輪観世音菩薩  中野区南台 3  

18 番  金鶏山 真成院  潮干十一面観音  新宿区若葉 2  

19 番  医王山 悉地院 東円寺  聖観世音菩薩  杉並区和田  

20 番  光明山 和合院 天徳寺  聖観世音菩薩  港区虎ノ門  

21 番  三縁山 広度院 増上寺  聖観世音菩薩  港区芝公園 4  

22 番  補陀山 長谷寺  十一面観世音菩薩  港区西麻布 2  

23 番  金龍山 大円寺  七仏観世音菩薩  文京区向丘 1  

24 番  長青山 宝樹寺 梅窓院  泰平観世音菩薩  港区南青山  

25 番  三田山 水月院 魚籃寺  魚籃観世音菩薩  港区三田  

26 番  周光山 長寿院 済海寺  亀塚観世音菩薩  港区三田 4  

27 番  来迎山 道往寺  聖観世音菩薩  港区高輪  

28 番  勝林山 金地院  聖観世音菩薩  港区芝公園 3  

29 番  高野山 東京別院  聖観世音菩薩  港区高輪  

30 番  豊盛山 延命院 一心寺  聖観世音菩薩  品川区北品川 2  

31 番  海照山 普門院 品川寺  水月観世音菩薩  品川区南品川 3  

32 番  世田谷山 観音寺  聖観世音菩薩  世田谷区下馬 4  

33 番  泰叡山 瀧泉寺  聖観世音菩薩  目黒区下目黒 3       目黒不動 

番外  龍吟山 海雲寺  十一面観世音菩薩  品川区南品川 3  


